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事業名 金銭的支援の見直し 【継続】 

事業概要 

・長寿者祝い金などの個別給付事業や施設・団体への活動助成金といった金銭的な支

援については、公平性や事業効果などを再検討し、新たな活動や団体に助成できる

ように見直すほか、活動に対するノウハウなどの質的な支援を充実させます。 

現状 

・地域福祉活動助成金の算出方法を変更し、活動内容に応じた助成をしています。 

・私立保育園等への助成を、これまでより助成額の多い赤い羽根共同募金配分に移行

しました。 

・ＮＰＯ法人等新たに活動を始める団体について、東京都社会福祉協議会等が窓口に

なっている助成制度を紹介し、推薦しています。 

５年後の

到達目標 

質的目標 量的目標 

・社協の経営状況に即した金銭支援を行

います。 

・住民の代表が助成団体を決定できる仕

組みを検討します。 

 

 

 

事業名 理事会・評議員会等の活性化 【継続】 

事業概要 
・社会福祉法改正の趣旨を踏まえ、理事会、評議員会等経営組織のガバナンス強化に

努めます。 

現状 ・理事会、評議員会において、社協運営に関する意思決定が行なわれています。 

５年後の

到達目標 

質的目標 量的目標 

・理事、評議員等が経営情報をより掌握

し、社協経営全般に参画しています。 
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２ 住民、関係機関等、区、社協に求められる役割 
 
 
住民はサービスの利用者としてだけではなく、身近な地域の課題をいち早く発見したり、

福祉サービスの担い手として主体的に福祉活動に参加するなど、豊かで充実した地域社会

の実現に向けて努力することが期待されています。 
地域における関係機関等には、それぞれの活動を通して地域の課題を発見・共有する、

身近な地域で解決に向けた活動を実践・推進する、地域の福祉活動と連携・協働する、地

域の福祉活動を支援するなどの役割が期待されています。 
区は、住民の福祉活動では解決が難しい地域の課題について、公的サービスの充実など

を通して解決に取り組む役割が求められます。また、地域福祉の推進のための活動を支援

することも重要な役割です。 
社協は、地域福祉活動を活性化するために様々な支援を展開する役割とともに、住民・

関係機関等、区との連携・協働を推進する役割を担います。また、住民の声や地域課題を

把握し、住民の福祉活動では解決できない課題を区に伝えたり、区をはじめとした公的サ

ービスでは対応できない課題に対して住民・関係機関等、区と連携・協働して、解決のた

めの活動を実践する役割も担っています。 
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１ 推進体制の確立 
 
 
基本理念を実現するために、住民・関係機関等、区、社協が連携・協働して、地域福祉

推進に向けた取り組みをしていきます。 
具体的には、計画を実行するために、これまでの評価・検討チームを評価・推進チーム

として理事会のもとに設置し、計画の進捗状況の管理と評価を行い、計画を社協運営・経

営に反映させることにより、社協における理事会、評価・推進チーム、事務局の一体的進

行管理体制の確立と実施をめざします。 
このように、本計画は「ＰＤＣＡサイクル」によって、業務を進めていく上で、計画を

立て、それを実行し、結果を評価した後、改善して次のステップへとつなげていきます。 
なお、「ＰＤＣＡサイクル」とは、様々な分野・領域における品質管理や業務改善などに

広く活用されているマネジメント手法で、「計画（Plan）」、「実行（Do）」、「点検・評価

（Check）」、「改善・見直し（Act）」のプロセスを順に実施していくものです。 
 

 

 

 
  

Check 

Do Act 

Plan 

計画の策定 

計画内容の実施 

計画内容と実施状況

の管理・評価 

必要に応じた計画

の改善と見直し 

理事会、評価・推進チーム、事務局の一体的進行管理体制 
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３ 連携と協働による地域福祉の推進 
 
 
住民、関係機関等、区、社協は、それぞれの役割を自覚し、解決に向けた取り組みを行

うことが重要です。 
地域の課題は複雑で多様化していることなどから、一人で、あるいは住民だけで、ある

いは関係する機関だけで解決することが困難な場合が多々あります。それぞれが連携・協

働という視点を忘れずに地域福祉の推進に取り組むことが求められます。 
 
 
 
 


